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一
九
八
六
年
四
月
二
十
六
日
午
前
一
時
二
四
分
（
モ
ス
ク
ワ

時
間
）
の
少
し
前
、
旧
ソ
連
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
の
四
号
炉
で
出
力
暴
走
事
故
が
発
生
し
原
子
炉
と
建

屋
が
爆
発
炎
上
し
た
。
屋
外
の
目
撃
者
に
よ
る
と
、
二
回
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
爆
発
が
続
い
て
夜
空
に
花
火
の
よ
う
な
吹
き
上

げ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
破
壊
さ
れ
た
原
子
炉
の
火
災
は
一
〇
日

あ
ま
り
続
き
、
膨
大
な
量
の
放
射
能
が
ま
き
散
ら
さ
れ
た
。
原

子
力
発
電
開
発
史
上
最
悪
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
発
生
し

て
か
ら
、
今
年
の
四
月
で
一
六
年
が
た
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
も
そ
も
の
事
故
プ
ロ
セ
ス
を
は
じ
め
、
未
だ
に
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
こ
と
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
今
中
は
一
〇

年
前
の
本
誌
（
一
九
九
二
年
四
月
号
）
に
「
規
則
違
反
か
設
計

欠
陥
か
？
」
と
題
し
て
、
事
故
原
因
に
関
す
る
当
時
の
議
論
を

ま
と
め
た(1)

。
本
稿
で
は
、
地
震
原
因
説
な
ど
そ
の
後
の
議
論

を
含
め
、
暴
走
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
整
理
し
て
お

く
。 

 

１
．
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
型
原
発
の
特
徴
と
弱
点 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
型
原
発
と
呼
ば
れ
、

旧
ソ
連
が
原
爆
用
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
の
た
め
に
開
発
し
た
原

子
炉
を
、
発
電
用
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
事
故
当
時
の
ソ
連
で
は
、
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ



 2

イ
リ
四
号
炉
を
含
め
、
一
五
基
の
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
原
発
（
総
電
気
出

力
一
五
五
〇
万kW

）
が
運
転
中
で
あ
っ
た
。 

Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
と
は
ロ
シ
ア
語
で
「
大
出
力
チ
ャ
ン
ネ
ル
型
原
子

炉
」
の
略
で
あ
る
が
、
そ
の
構
造
か
ら
い
う
と
、「
黒
鉛
減
速
・

軽
水
沸
騰
冷
却
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
型
原
子
炉
」
と
な
る
。
す
な
わ

ち
、
中
性
子
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
て
核
分
裂
を
起
こ
し
や
す
く

す
る
た
め
の
減
速
材
で
あ
る
黒
鉛
ブ
ロ
ッ
ク
を
、
巨
大
な
「
練

炭
」（
直
径
一
二
ｍ
、
高
さ
七
ｍ
）
の
よ
う
に
円
柱
形
に
積
み
上

げ
て
炉
心
の
基
本
形
が
構
成
さ
れ
る
。「
練
炭
」
の
垂
直
孔
（
チ

ャ
ン
ネ
ル
）
に
外
径
九
㎝
の
細
長
い
圧
力
管
が
差
し
込
ま
れ
、

燃
料
棒
一
八
本
を
束
ね
た
燃
料
集
合
体
が
そ
の
圧
力
管
の
中
に

収
納
さ
れ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
四
号
炉
（
電
気
出
力
一
〇
〇

万kW

、
熱
出
力
三
二
〇
万kW

）
に
は
一
六
六
一
本
の
圧
力
管

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
そ
の
他
に
二
一
一
本
の
制
御
棒
チ
ャ
ン

ネ
ル
と
若
干
の
計
装
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
備
え
て
い
た
。
冷
却
水

は
下
か
ら
圧
力
管
に
入
り
、
管
内
で
沸
騰
し
な
が
ら
二
相
流
（
蒸

気
と
水
の
混
合
物
）
と
な
っ
て
圧
力
管
を
出
る
。
圧
力
管
を
出

た
二
相
流
は
、
気
水
分
離
器
に
導
か
れ
て
蒸
気
と
水
に
分
離
さ

れ
る
。
蒸
気
は
、
タ
ー
ビ
ン
に
送
ら
れ
て
発
電
機
を
回
し
、
復

水
器
で
水
に
戻
さ
れ
た
後
、
補
給
水
と
し
て
気
水
分
離
器
に
供

給
さ
れ
る
。
気
水
分
離
器
の
水
は
循
環
ポ
ン
プ
を
通
っ
て
再
び

図１ ＲＢＭＫ型原発のしくみ 

 

タービン 

発電機 
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圧
力
管
に
送
ら
れ
る
（
図
１
）
。 

こ
こ
で
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
炉
の
弱
点
を
三
点
指
摘
し
て
お
く
。 

・
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数 

 

反
応
度
と
は
、
炉
心
が
核
分
裂
を
促
進
さ
せ
る
状
態
に
あ
る

か
減
少
さ
せ
る
状
態
に
あ
る
か
を
示
す
指
標
で
あ
る
。
定
常
運

転
時
の
反
応
度
は
ゼ
ロ
で
、
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
出
力
が
上
昇
し
、

マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
出
力
が
下
が
る
。
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
と

は
、
炉
心
で
ボ
イ
ド
（
蒸
気
な
ど
の
気
泡
）
の
割
合
が
増
え
た

と
き
に
反
応
度
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
示
す
。
正
の
ボ

イ
ド
反
応
度
係
数
と
は
、
炉
心
で
の
ボ
イ
ド
量
が
増
加
す
る
と

反
応
度
が
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
作
用
し
、
し
た
が
っ
て
出
力

が
上
昇
す
る
こ
と
を
示
す
。 

・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム 

 

ス
ク
ラ
ム
と
は
、
制
御
棒
を
一
斉
に
挿
入
し
て
原
子
炉
を
緊

急
停
止
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
炉
の
ス
ク
ラ
ム
信
号

を
出
す
ボ
タ
ン
が
Ａ
Ｚ
５
（
事
故
防
御
第
五
ボ
タ
ン
）
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
Ｒ
Ｂ
Ｍ
Ｋ
炉
の
制
御
棒
の
設
計
に
欠
陥
が
あ
っ
た

た
め
、
制
御
棒
全
数
引
き
抜
き
と
い
っ
た
特
殊
な
条
件
下
で
ス

ク
ラ
ム
す
る
と
、
炉
心
の
下
部
に
一
時
的
に
プ
ラ
ス
の
反
応
度

が
加
わ
り
、
過
渡
的
に
出
力
上
昇
す
る
と
い
う
欠
陥
が
あ
っ
た
。 

・
低
出
力
運
転
で
の
不
安
定
性 

 

低
出
力
の
運
転
で
は
、
炉
心
で
発
生
す
る
蒸
気
の
量
が
少
な

く
な
る
。
蒸
気
の
量
が
少
な
い
と
、
出
力
変
動
に
と
も
な
う
ボ

イ
ド
割
合
の
変
化
が
大
き
く
な
り
、
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数

の
効
果
が
現
れ
や
す
く
な
っ
て
出
力
制
御
が
不
安
定
に
な
る
。 

 

２
．
暴
走
の
経
過 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
四
ヶ
月
た
っ
た
一

九
八
六
年
八
月
、
ウ
ィ
ー
ン
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）

本
部
で
、
事
故
に
関
す
る
専
門
家
会
議
が
開
か
れ
た
。
ソ
連
代

表
団
か
ら
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
大
部
な
報
告
書
（
以
下
八
六
年
報

告
）
が
提
出
さ
れ
た(2)

。
八
六
年
報
告
に
よ
る
と
、
事
故
の
原

因
は
、「
運
転
員
に
よ
る
規
則
違
反
の
数
々
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
組

み
合
わ
せ
」
で
あ
り
、
六
つ
の
規
則
違
反
が
指
摘
さ
れ
た
。
指

摘
さ
れ
た
規
則
違
反
の
ほ
と
ん
ど
は
「
濡
れ
衣
」
で
あ
っ
た
こ

と
が
後
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、「
電
源
テ
ス
ト
」
開
始
前

ま
で
の
事
故
経
過
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
八
六
年
報
告
に
そ
っ
て

説
明
し
て
お
く
。 

 

電
源
テ
ス
ト
開
始
ま
で 

一
九
八
六
年
四
月
二
十
五
日
午
前
一
時
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
四
号
炉
は
保
守
点
検
の
た
め
、
一
九
八
三
年
一
二
月
の
運
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転
開
始
以
来
は
じ
め
て
の
原
子
炉
停
止
作
業
に
入
っ
た
。
こ
の

原
子
炉
停
止
の
機
会
に
あ
わ
せ
て
、
あ
る
非
常
用
電
源
の
テ
ス

ト
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
原
発
で
停
電
が
起
き
た
際
に
非
常
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
立
ち
上
が
る
ま
で
の
数
十
秒
間
、
緊
急

用
ポ
ン
プ
を
回
す
た
め
、
原
子
炉
停
止
後
の
タ
ー
ビ
ン
慣
性
回

転
を
利
用
し
て
発
電
し
て
み
よ
う
と
い
う
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
。 

出
力
降
下
作
業
中
の
二
十
五
日
一
四
時
、
キ
エ
フ
の
給
電
司

令
所
か
ら
給
電
継
続
の
要
請
が
入
り
、
熱
出
力
一
六
〇
万kW

で

運
転
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
五
日
二
三
時
に
な
っ

て
出
力
降
下
作
業
を
再
開
し
た
が
、
二
十
六
日
〇
時
二
八
分
、

出
力
制
御
系
の
切
り
替
え
操
作
に
失
敗
し
、
原
子
炉
出
力
が
ほ

ぼ
ゼ
ロ
ま
で
低
下
し
て
し
ま
っ
た
。
運
転
員
は
電
源
テ
ス
ト
を

実
施
す
る
た
め
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
制
御
棒
を
引
き
抜
い
て
原
子

炉
出
力
の
回
復
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
二
十
六
日
午
前
一

時
頃
、
な
ん
と
か
熱
出
力
二
〇
万kW

ま
で
回
復
し
、
電
源
テ
ス

ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
午
前
一
時
三
分
と
七
分
、
予

備
の
循
環
ポ
ン
プ
二
台
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
ら
れ
、
全
部
で
八

台
の
循
環
ポ
ン
プ
が
運
転
に
入
っ
た
。 

こ
の
時
の
炉
心
の
状
態
は
、
予
定
よ
り
小
さ
な
出
力
（
テ
ス

ト
は
熱
出
力
七
〇
万
～
一
〇
〇
万
ｋ
Ｗ
で
実
施
す
る
予
定
だ
っ

た
）
、
ポ
ン
プ
追
加
運
転
の
よ
る
炉
心
流
量
の
増
加
（
通
常
運
転

時
は
六
台
）
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
制
御
棒
の
引
き
抜
き
と
い
う

事
態
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。 

四
月
二
十
六
日
一
時
二
三
分
四
秒
、
タ
ー
ビ
ン
へ
の
蒸
気
弁

が
閉
鎖
さ
れ
、
タ
ー
ビ
ン
が
慣
性
回
転
を
は
じ
め
て
電
源
テ
ス

ト
が
は
じ
ま
っ
た
。 

 

テ
ス
ト
開
始
か
ら
暴
走
ま
で
の
諸
説 

・
Ａ
Ｚ
５
を
押
し
た
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
（
運
転
員
規
則
違

反
説
） 

一
時
二
三
分
四
秒
、
電
源
テ
ス
ト
が
は
じ
ま
る
と
、
タ
ー
ビ

ン
の
回
転
速
度
減
少
に
と
も
な
い
、
緊
急
用
ポ
ン
プ
の
模
擬
と

し
て
テ
ス
ト
電
源
に
つ
な
が
れ
て
い
た
四
台
の
循
環
ポ
ン
プ
の

流
量
が
徐
々
に
減
少
し
た
。
流
量
の
減
少
と
と
も
に
、
炉
心
で

の
沸
騰
が
増
え
は
じ
め
、
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
効
果
に
よ
り
、

出
力
が
徐
々
に
上
昇
を
は
じ
め
た
。
予
期
せ
ぬ
出
力
上
昇
に
気

が
つ
い
た
運
転
員
は
、
一
時
二
三
分
四
〇
秒
に
原
子
炉
緊
急
停

止
の
た
め
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。
し
か
し
、
制
御
棒
の
ほ

と
ん
ど
を
引
き
抜
い
て
い
た
た
め
、
緊
急
停
止
は
間
に
合
わ
ず

出
力
は
加
速
度
的
に
上
昇
し
て
暴
走
に
至
っ
た
。
一
時
二
三
分

四
四
秒
に
は
原
子
炉
出
力
は
定
格
の
一
〇
〇
倍
に
も
達
し
、
燃

料
棒
や
圧
力
菅
が
破
損
し
、
さ
ら
に
そ
の
数
秒
後
に
第
二
の
爆
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発
が
起
き
て
原
子
炉
と
建
屋
が
崩
壊
し
た
。 

 
八
六
年
報
告
の
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
暴
走
を

も
た
ら
し
た
の
は
、
運
転
員
が
制
限
値
以
上
に
制
御
棒
を
引
き

抜
い
て
い
た
こ
と
、
禁
止
さ
れ
て
い
た
低
出
力
で
の
運
転
を
強

行
し
た
こ
と
、
タ
ー
ビ
ン
へ
の
蒸
気
弁
を
閉
じ
た
と
き
に
原
子

炉
ス
ク
ラ
ム
信
号
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で

あ
っ
た
。
循
環
ポ
ン
プ
流
量
の
減
少
と
と
も
に
出
力
上
昇
が
は

じ
ま
り
、「
運
転
員
は
異
常
に
気
づ
い
て
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し

た
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

・ 

Ａ
Ｚ
５
を
押
し
た
こ
と
で
暴
走
が
は
じ
ま
っ
た
（
制
御
棒
欠

陥
説
） 

一
九
九
一
年
一
月
、
ソ
連
最
高
会
議
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

調
査
委
員
会
の
命
令
を
う
け
て
、
事
故
原
因
を
再
検
討
し
て
い

た
ソ
連
原
子
力
産
業
安
全
監
視
委
員
会
の
特
別
調
査
委
員
会
が

一
年
に
わ
た
る
調
査
結
果
を
発
表
し
た(3)

。
そ
の
報
告
書
（
以

下
シ
テ
イ
ン
ベ
ル
グ
報
告
）
に
よ
る
と
、
一
時
二
三
分
四
秒
に

電
源
テ
ス
ト
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
テ
ス
ト
中
、
運
転
員
の
操
作

を
要
す
る
よ
う
な
事
態
は
な
か
っ
た
。
循
環
ポ
ン
プ
の
流
量
減

少
に
と
も
な
う
炉
心
へ
の
影
響
は
、
自
動
制
御
棒
の
挿
入
効
果

に
よ
り
相
殺
さ
れ
て
い
た
。
異
常
事
態
が
発
生
し
た
の
は
、
一

時
二
三
分
四
〇
秒
に
運
転
員
が
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し
て
か
ら

後
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
制
御
棒
構
造
の
欠
陥
に
と
も
な
う
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
効
果
よ
り
、
原
子
炉
の
下
部
に
プ
ラ
ス
の

反
応
度
が
生
じ
て
局
部
的
な
出
力
暴
走
が
生
じ
、
三
秒
後
の
二

三
分
四
三
秒
に
「
原
子
炉
出
力
周
期
異
常
」
「
原
子
炉
出
力
高
」

警
報
が
発
生
し
た
。
そ
し
て
Ａ
Ｚ
５
の
六
～
七
秒
後
に
燃
料
棒

と
圧
力
管
が
破
壊
さ
れ
た
。
圧
力
管
が
破
壊
さ
れ
て
炉
心
で
大

量
の
蒸
気
が
発
生
し
、
正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
効
果
に
よ
り
さ
ら

に
大
き
な
暴
走
に
至
っ
た
。 

シ
テ
イ
ン
ベ
ル
グ
報
告
に
よ
る
と
、
八
六
年
ソ
連
報
告
で
指

摘
さ
れ
た
運
転
員
の
規
則
違
反
の
ほ
と
ん
ど
は
濡
れ
衣
で
、
例

え
ば
、
低
出
力
で
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
則
は
も
と

も
と
な
か
っ
た
。
事
故
の
原
因
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
と

正
の
ボ
イ
ド
反
応
度
係
数
と
い
う
原
子
炉
の
構
造
欠
陥
と
、
そ

れ
を
知
り
な
が
ら
適
切
な
対
策
を
怠
っ
て
き
た
責
任
当
局
に
あ

る
、
と
結
論
し
て
い
る
。「
Ａ
Ｚ
５
を
押
し
た
こ
と
に
よ
り
止
ま

る
は
ず
の
原
子
炉
が
逆
に
暴
走
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

運
転
員
が
な
ぜ
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
は

特
定
で
き
な
か
っ
た
と
シ
テ
イ
ン
ベ
ル
グ
報
告
は
述
べ
て
い
る
。 

 
・
地
震
が
四
号
炉
を
暴
走
さ
せ
た
（
地
震
原
因
説
） 
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一
九
九
七
年
、
ロ
シ
ア
の
地
質
学
専
門
誌
・
地
質
物
理
ジ
ャ

ー
ナ
ル
に
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
地
域
で
の
地
震
事
象
」
と

い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
た(4)

。
著
者
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
・
地
球
物
理
合
同
研
究
所
の
ス
ト
ラ
ホ
フ
ら
、
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
震
学
者
一
〇
名
で
、
四
号
炉
が
爆
発
す
る
約

一
六
秒
前
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
近
く
で
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
そ
れ
が
事
故
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

論
文
の
概
要
を
説
明
し
て
お
こ
う
。
地
下
核
実
験
探
知
の
た

め
高
感
度
の
地
震
計
が
旧
ソ
連
の
各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
際
に
地
震
を
記
録
し
て
い
た
の
は
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
西
方
一
〇
〇
～
一
八
〇
㎞
に
設
置
さ

れ
て
い
た
三
カ
所
の
地
震
計
で
あ
っ
た
。
地
震
波
の
解
析
結
果

か
ら
、
地
震
が
発
生
し
た
の
は
一
九
八
六
年
四
月
二
十
六
日
午

前
一
時
二
三
分
三
九
秒
（
±
一
秒
）
で
、
震
源
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
近
傍
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
一
・
四
で
あ
っ
た
。
地

震
波
を
基
に
震
源
座
標
と
深
さ
を
正
確
に
決
定
す
る
の
は
困
難

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
周
辺
の
地
質
構

造
を
分
析
し
た
結
果
、
震
源
と
な
り
そ
う
な
場
所
が
原
発
敷
地

の
東
五
㎞
深
さ
一
㎞
に
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
位
置
で
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
一
・
四
の
地
震
が
発
生
し
た
と
し
て
、
地
質
構
造
を
考

慮
し
て
原
発
建
屋
で
の
地
震
加
速
度
を
計
算
し
て
み
る
と
約
一

〇
ガ
ル
（
日
本
で
は
震
度
３
に
相
当
）
と
な
っ
た
。
ス
ト
ラ
ホ

フ
ら
は
、
こ
の
地
震
に
建
物
の
共
振
効
果
が
加
わ
っ
て
制
御
棒

の
挿
入
が
不
可
能
と
な
り
、
一
時
二
三
分
四
九
秒
か
ら
五
九
秒

の
間
に
四
号
炉
が
爆
発
し
た
、
と
推
測
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

地
震
で
放
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
に
し
て
約
一

〇
ト
ン
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
地
震
原
因
説
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
電
源
テ
ス
ト
と
敷
地

近
傍
の
局
地
地
震
が
重
な
っ
て
「
原
子
炉
を
停
止
し
よ
う
と
Ａ

Ｚ
５
を
押
し
た
が
地
震
に
よ
り
制
御
棒
が
入
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

・ 

原
子
炉
が
暴
走
し
た
の
で
Ａ
Ｚ
５
を
押
し
た
（
原
子
炉
爆
発

の
振
動
記
録
説
） 

今
年
の
四
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
週
刊
誌
「
週
間
鏡
」
に
「
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
原
因
に
つ
い
て
の
一
五
年
間
」
と
い
う
論

文
が
掲
載
さ
れ
た(5)

。
著
者
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
四
号
炉
「
石

棺
」
を
管
理
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・「
シ
ェ

ル
タ
ー
」
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
で
あ
る
。
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
論
文
は
ま
ず
、
八
六
年
報
告
や
シ
テ
イ
ン
ベ
ル
グ

報
告
は
政
治
的
意
図
を
含
ん
で
お
り
、
電
源
テ
ス
ト
が
は
じ
ま

っ
て
か
ら
の
事
故
経
過
は
信
用
で
き
な
い
、
運
転
員
は
電
源
テ
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ス
ト
を
繰
り
返
す
つ
も
り
で
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
運

転
員
が
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し
た
の
は
、
公
式
報
告
で
は
意
図

的
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。

Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
が
二
回
ま
た
は
三
回
と
繰
り
返
し
押
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
運
転
員
が
慌
て
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
と
、
二
三
分
三
〇
秒
か
ら
四
〇
秒
の

間
に
、
運
転
員
が
キ
セ
ノ
ン
毒
作
用
を
補
償
す
る
た
め
残
り
の

制
御
棒
を
引
き
抜
い
た
結
果
、
瞬
時
に
暴
走
と
最
初
の
爆
発
が

生
じ
た
。
運
転
員
は
こ
の
爆
発
に
気
づ
い
て
二
三
分
三
九
秒
に

Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。
さ
ら
に
も
う
一
度
二
三
分
四
一
秒

に
二
回
目
を
押
し
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
二
回
目
の
爆
発
が
生

じ
て
原
子
炉
と
建
屋
が
破
壊
さ
れ
た
。
地
震
計
に
記
録
さ
れ
た

振
動
は
、
こ
の
二
回
目
の
爆
発
で
あ
っ
た
。 

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
説
に
よ
る
と
、
運
転
員
の
操
作
ミ
ス
で
暴
走

が
生
じ
「
最
初
の
爆
発
が
起
き
て
か
ら
運
転
員
は
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ

ン
を
押
し
た
」
こ
と
に
な
る
。 

 

３
．
運
転
員
は
な
ぜ
Ａ
Ｚ
５
を
押
し
た
か
？ 

 

規
則
違
反
説
と
制
御
棒
欠
陥
説
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年

四
月
号
の
「
規
則
違
反
か
設
計
欠
陥
か
？
」
で
詳
し
く
紹
介
し

た
。
そ
の
後
、
シ
テ
イ
ン
ベ
ル
グ
報
告
を
う
け
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の

専
門
家
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
九
二
年
一
一
月
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
原
因
を
見
直
す
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
、
Ａ
Ｚ
５
を
押
し

た
こ
と
が
暴
走
に
至
る
主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る

(6)

。
一
方
、
ロ
シ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
）
の
ア
ダ
モ
フ
ら
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
は
事

故
の
進
展
に
寄
与
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
解
析
結
果
を
発
表

し
、
規
則
違
反
説
を
繰
り
返
し
て
い
る(7)

。
日
本
の
安
全
解
析

の
権
威
で
あ
る
石
川
迪
夫
も
日
本
で
の
解
析
結
果
を
基
に
ア
ダ

モ
フ
と
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る(8)

。
ま
た
、
ロ
シ
ア
・
ク

ル
チ
ャ
ト
フ
研
究
所
の
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
ワ
ら
の
解
析
結
果
は
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
説
を
支
持
し
て
い
る(9)

。
こ
の
一
〇
年
間
、

規
則
違
反
説
と
設
計
欠
陥
説
は
平
行
線
を
辿
っ
て
き
た
と
言
え

よ
う
。 

一
〇
年
前
に
規
則
違
反
説
と
設
計
欠
陥
説
を
比
較
検
討
し
て

筆
者
が
確
信
し
た
こ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
複
雑
な

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
て
お
き
、「
運
転
員
が
な
ぜ
Ａ
Ｚ
５
ボ

タ
ン
を
押
し
た
か
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
質
問
こ
そ
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
暴
走
プ
ロ
セ
ス
を
解
釈
す
る
た
め
の
鍵
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

事
故
時
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
四
号
炉
の
運
転
を
担
当
し
て
い

た
の
は
、
運
転
班
長
ア
キ
モ
フ
と
上
級
運
転
員
ト
プ
ト
ゥ
ノ
フ
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で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し
た
の
は
ア
キ
モ
フ
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
二
人
と
も
放
射
線
障
害
に
よ
り
モ
ス
ク

ワ
の
病
院
で
死
亡
し
、「
な
ぜ
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押
し
た
か
」
に

つ
い
て
の
証
言
は
残
し
て
い
な
い
。
事
故
時
の
四
号
炉
制
御
室

で
の
実
質
的
な
責
任
者
は
三
・
四
号
炉
副
技
師
長
の
ジ
ャ
ト
ロ

フ
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ト
ロ
フ
は
、
事
故
の
責
任
を
問
わ
れ
一
〇

年
の
禁
固
刑
を
宣
告
さ
れ
て
い
た
が
、
刑
期
を
終
え
る
前
に
出

所
を
許
さ
れ
た
。
出
所
し
た
ジ
ャ
ト
ロ
フ
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
書
簡

を
送
り
、
電
源
テ
ス
ト
中
は
平
穏
そ
の
も
の
で
あ
り
異
常
を
示

す
事
態
は
何
も
な
か
っ
た
、
Ａ
Ｚ
５
を
押
し
た
の
は
電
源
テ
ス

ト
が
終
了
し
原
子
炉
を
停
止
す
る
た
め
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て

い
る(10)

。
筆
者
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ト
ロ
フ
証
言
と
シ
テ
イ
ン

ベ
ル
グ
報
告
が
示
し
て
い
る
状
況
証
拠
か
ら
、「
電
源
テ
ス
ト
が

終
わ
っ
た
の
で
原
子
炉
を
停
止
し
よ
う
と
Ａ
Ｚ
５
を
押
し
た
と

こ
ろ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
効
果
に
よ
り
止
ま
る
は
ず
の
原

子
炉
で
逆
に
出
力
暴
走
が
発
生
し
た
」
と
考
え
て
き
た
。
た
だ

ひ
と
つ
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
低
出
力
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、

原
子
炉
の
通
常
停
止
に
緊
急
停
止
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
使
う
だ
ろ

う
か
」
と
い
う
疑
問
で
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
明
確
な
説

明
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
る
。 

地
震
原
因
説
を
筆
者
が
は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
の

学
者
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
原
因
は
地
震
だ
っ
た
と
発
表

し
た
と
い
う
、
一
九
九
五
年
六
月
の
短
い
新
聞
記
事
で
あ
っ
た
。

詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
八
月
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
テ
レ
ビ
局
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
地
震

原
因
説
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
放
送
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
放

送
を
見
た
限
り
で
は
、
地
震
原
因
説
は
説
得
力
の
あ
る
よ
う
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ス
ト
ラ
ホ
フ
論
文
を
入
手
し

た
の
で
、
何
人
か
の
地
震
専
門
家
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
受
け
な

が
ら
、
地
震
原
因
説
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
震

動
が
暴
走
を
も
た
ら
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
確
か
で
な
い
も
の
の
、

「
地
震
が
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
」

と
判
断
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
地
震
原
因
説
に
は
次
の
よ
う
な
疑
問
が
あ
る
。 

(

イ)  

地
震
計
に
記
録
さ
れ
た
の
は
、
地
震
で
は
な
く
四
号
炉
の

爆
発
で
は
な
か
っ
た
か
。 

(

ロ)  

震
度
３
程
度
の
地
震
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
発
電
所
に
隣
接

し
た
プ
リ
ピ
ャ
チ
市
民
も
含
め
多
く
の
人
が
気
づ
い
た
は

ず
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
証
言
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。 

(
ハ)  

一
～
三
号
炉
は
被
害
が
な
く
、
な
ぜ
四
号
炉
だ
け
爆
発
に

至
っ
た
の
か
。 

 
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
、
四
号
炉
の
爆
発
に
と
も
な
う
震
動
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を
地
震
計
が
記
録
し
た
と
い
う
説
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
一
挙

に
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
四
号
炉
爆
発
の
際
に
発
生
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
約
二
四
〇
ト
ン
分
で
あ
っ
た
と
い

う
評
価(11)
も
あ
り
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
説
と
矛
盾
し
な
い
。
し

か
し
、
八
六
年
報
告
や
シ
テ
イ
ン
ベ
ル
グ
報
告
に
示
さ
れ
て
い

る
事
故
経
過
は
信
用
で
き
ず
、
ま
た
、
電
源
テ
ス
ト
中
二
三
分

三
〇
～
四
〇
秒
の
間
に
運
転
員
が
制
御
棒
を
引
き
抜
い
た
と
い

う
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
主
張
は
、
彼
の
推
測
で
あ
り
そ
の
根
拠
が

示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 

  

以
上
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
暴
走
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る

議
論
を
整
理
し
て
み
た
。「
運
転
員
が
な
ぜ
Ａ
Ｚ
５
ボ
タ
ン
を
押

し
た
の
か
？
」
は
い
ま
だ
に
断
定
で
き
な
い
し
、
今
後
も
断
定

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
暴
走
プ
ロ
セ
ス
を
解

釈
す
る
上
で
、
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
疑
問
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
筆
者
が
考
え
て
い
る
ス
ト
ー
リ
ー

の
ひ
と
つ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

二
人
の
運
転
員
は
、
〇
時
二
八
分
に
原
子
炉
出
力
が
ほ
ぼ
ゼ

ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
段
階
で
原
子
炉
を
止
め
た
か
っ
た
が
、

上
司
で
あ
る
ジ
ャ
ト
ロ
フ
の
指
令
に
よ
り
、
む
り
や
り
出
力
を

再
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
電
源
テ
ス
ト
中
、
運
転
員
は

原
子
炉
の
状
態
が
通
常
で
な
い
こ
と
を
承
知
し
て
お
り
、
電
源

テ
ス
ト
が
終
了
し
た
ら
速
や
か
に
原
子
炉
を
停
止
さ
せ
た
か
っ

た
。
そ
し
て
、「
電
源
テ
ス
ト
が
無
事
に
終
わ
っ
た
の
で
、
Ａ
Ｚ

５
ボ
タ
ン
に
よ
り
原
子
炉
を
止
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
」
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
効
果
に
よ
り
出
力
暴
走
が
発
生
し
て
、
一
部

の
圧
力
管
が
破
損
し
た
。
圧
力
管
破
損
に
と
も
な
い
炉
容
器
内

の
圧
力
が
上
昇
し
て
炉
心
上
部
構
造
板
が
持
ち
上
が
り
、
さ
ら

な
る
圧
力
管
破
損
を
生
じ
た
。
炉
心
で
は
大
規
模
に
蒸
気
が
発

生
し
、
正
の
ボ
イ
ド
係
数
効
果
が
現
れ
て
さ
ら
な
る
暴
走
が
起

き
て
一
種
の
核
爆
発
に
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
一
〇
〇
～
一
八

〇
㎞
離
れ
た
地
震
計
に
こ
の
爆
発
に
よ
る
振
動
が
記
録
さ
れ
た
。 

 

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
成
立
す
る
に
は
、
地
震
計
記
録
の
時
間

を
七
～
八
秒
後
に
ず
ら
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

暴
走
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
提
唱
さ
れ
て
き
た
い

く
つ
か
の
説
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
い
ず
れ
の
暴
走
ス
ト
ー
リ

ー
が
本
当
で
あ
ろ
う
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
基
本
的
な

原
因
が
、
正
の
ボ
イ
ド
係
数
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ラ
ム
と
い
っ

た
原
子
炉
構
造
の
欠
陥
、
な
ら
び
に
そ
れ
を
承
知
し
な
が
ら
適
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切
な
対
策
を
怠
っ
て
い
た
責
任
当
局
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
な
ど
の
西
側
専
門
家
は
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
の

「
安
全
文
化
の
欠
如
」
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
を
も
た
ら
し

た
遠
因
で
あ
っ
た
と
結
論
し
て
い
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
日
本
の

原
子
力
を
考
え
た
と
き
、「
常
識
で
は
起
こ
る
は
ず
の
な
い
Ｊ
Ｃ

Ｏ
臨
界
事
故
」
や
「
晴
天
の
霹
靂
の
よ
う
な
浜
岡
原
発
配
管
破

裂
事
故
」
を
私
た
ち
は
経
験
し
た
。
ま
た
、
原
子
力
に
か
ぎ
ら

ず
、
昨
今
の
出
来
事
は
日
本
の
「
安
全
文
化
と
責
任
感
の
欠
陥
」

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
日
本
で
こ
の
一
六
年
間
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
の
よ
う
な
原
子
力
事
故
が
起
き
な
か
っ
た
こ
と
の
僥
倖

に
私
た
ち
は
感
謝
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（
本
稿
は
、
文
科
省
科
研
費
助
成
研
究
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
研
究
の
現
状
調

査
」
の
一
環
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
） 

 
 
 
 

（
い
ま
な
か
て
つ
じ 

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
） 
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